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福祉について

自己紹介

今なぜ福祉か

（ いじめ、登校拒否、自分や人の命の大切さが疎か）その反省から。

知識は教えることは出来るが、智恵、人を愛することは教えられない。

故に人と係わることの多い、福祉が注目される。

福祉

（広辞苑） ①幸福（②公的扶助） 故に社会的弱者だけでなく がある。自分にも福祉

（ 自分の幸福探し）自分探し

人との関係でのみ自分探しを意識できる（お経では 「ジンカン」と読む 。、 ）

（ 、 、 ）。人との関係を意識でき自分探しを出来る職業 保育士 福祉関係者 教師と数少ない

人生で心から語れる３ 人の友人に出会えば、その人の人生は幸せ。

ボランティア活動も自分探しの機会故に希望者が多い。

人との関係は、コミュニケ－ション（交信行動）→ 私の研究のライフワーク。

は、相手を理解（ｱﾝﾀﾞｰｽﾀﾝﾄﾞ）しようとする営み。コミュニケ－ション

勉強も相手を理解するための手段を学ぶためのもの。

故に教育は、相手を理解しようとする営みを教師が意識してのみ成り立つ。

例 知識のみの伝達だと授業は面白くない（交信行動がない 。）

目的はあくまで自分の幸福（人との関係の中でのみ意識できるもの）を求めること。

① 単に快楽・欲望を満たすことではない。

② 生きようとする生命に囲まれた自分も共に生きようとする生命（ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ 。）

目的と手段を取り違えないこと

取り違えの例

① オオム事件

（ ）。② なぜ学ぶかを教師は話しているか いじめ→ 命を大切にというがその中身は

目的への生き方は人によって異なるので教師は教えることはできないが、語り合

うことは可能（自らの目的あった生き方を見つける 。）

③語り合いを求め、携帯電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等が盛んだが、コミュニケ－ションは言葉・

文字だけでは不可能。表情、身振り、声の調子等を含め、始めて相手を理解する

手段を得る。

福祉、障害児教育は目的（ 自分探し） の機会が多い

例 ①医学とは教育とは幸福とはを常に自分が問われる故に厳しい大変な仕事。

でもそれ故、自分の幸せを感じることも多い仕事。

現場の事例

①死の間際までｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ ②目が覚める（明日がある）と思うから、眠れる。

③人間は学ぼうとするもの ④自分探し（青春）の期間延長のためにも大学（学問）

へ。 ⑤教育は、知識を相手に理解できるように工夫すること。

終わりに

① 相手の幸せを願う前に、自分が幸せを求めようとしているかどうか。

② 人のためでなく、自分のための人生を。

（人のためは偽り、人を憂うことは優しさ、心配りは心配 。）

③決して教えることのできないこと人に愛された経験ある人のみ人を愛せる。

④文明の発達。




